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※補正予算の詳細は、市ホームページの財政課予算情報ページをご覧ください。
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35
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ま
し
た

◎ 12月補正予算の概要
議案第51号　平成30年度小矢部市一般会計補正予算（第3号）

　　補正額　2億823.5万円　累計予算額　166億4,150.3万円

≪主な事業≫

・戸籍住民基本台帳事務費� �604万円
　住民票等に旧姓を併記するためのシステム改修を行うもの

・牧野放牧管理費� 274�万円
　台風により破損した稲葉山牧野管理事務所の屋根等の修繕を

　行うもの

　天候不良に伴う稲わらの購入経費の増

・企業立地対策費� 673.4�万円
　小矢部市商工業振興条例による助成を（株）泉洋化工に対して

　行うもの

・（仮称）石動コミュニティプラザ整備事業費� 1億3,845.3万円
　（仮称）石動コミュニティプラザの駐車場整備等を行うもの

議案第52号　平成30年度小矢部市公共用地先行取得事業特別会計補正予算（第2号）

　　補正額　1億1,094.9万円　累計予算額　 2億5,859.2万円

≪主な内容≫

　（仮称）石動コミュニティプラザの整備のために取得した用地を

　一般会計に売り払うもの
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12月定例会で審議された議案等・議員別賛否状況
（賛否）○：賛成　×：反対

区　　分
（主な内容） 議決結果

林
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石
田
　
義
弘

嶋
田
　
幸
恵

沼
田
　
信
良

砂
田
　
喜
昭

そ
の
他
議案第50号 平成29年度小矢部市水道事業会計剰余金の処

分について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○

決
算
認
定

認定第１号 平成29年度小矢部市一般会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認定第２号 平成29年度小矢部市公共用地先行取得事業特
別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第３号 平成29年度小矢部市国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認定第４号 平成29年度小矢部市後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認定第５号 平成29年度小矢部市下水道事業特別会計歳入
歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第６号 平成29年度小矢部市農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第７号 平成29年度小矢部市東部産業団地事業特別会
計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第８号 平成29年度小矢部市水道事業会計決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

議案第51号 平成30年度小矢部市一般会計補正予算（第3号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号
平成30年度小矢部市公共用地先行取得事業特
別会計補正予算（第2号）
（補正予算の概要は２ページを参照ください）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条
例
の
改
正

議案第53号

小矢部市議会議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例及び市長等に対する給
料等の支給に関する条例の一部改正について

・平成30年度人事院勧告に基づく特別職の職員の給
与に関する法律の一部改正に準じ、特別職の期末
手当の支給月数について改正を行うもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号

小矢部市職員の給与に関する条例の一部改正について
・平成30年度人事院勧告に基づく国家公務員の一般

職の給与に関する法律の一部改正に準じ、市職員
の給与について改正を行うもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号

小矢部市長の選挙におけるビラの作成の公営
に関する条例の一部改正について

・公職選挙法の一部改正に伴い、市議会議員選挙に
おいても市長選挙と同様に選挙運動用のビラの作
成を公費負担とするため、所要の改正を行うもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第56号
小矢部市石動駅施設条例の一部改正について

・有料コインロッカーを設置するため、所要の改正
を行うもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

議案第57号

小矢部市サイクリングターミナルの指定管理
者の指定について

・指定管理者：株式会社共立メンテナンス
・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号

小矢部市久利須野外緑地広場の指定管理者の
指定について

・指定管理者：宮島みどりの村観光農業管理組合
・指定期間：平成31年4月1日から平成33年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号

倶利伽羅源平の郷埴生口の指定管理者の指定
について

・指定管理者：倶利伽羅源平の郷埴生口運営協議会
・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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区　　分
（主な内容） 議決結果
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そ
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議案第60号

小矢部市老人生きがいセンターの指定管理者
の指定について

・指定管理者： 公益社団法人小矢部市シルバー人材セ
ンター

・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○

議案第61号

小矢部市高齢者健康交流センター（つざわラ
ンド）の指定管理者の指定について

・指定管理者：社会福祉法人小矢部市社会福祉協議会
・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号

小矢部市高齢者健康交流センター（あらかわ
サロン）の指定管理者の指定について

・指定管理者：社会福祉法人小矢部市社会福祉協議会
・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号

クロスランドおやべ及びアートハウスおやべ
の指定管理者の指定について

・指定管理者：公益財団法人クロスランドおやべ
・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第64号

小矢部市民プールの指定管理者の指定について
・指定管理者： 株式会社フージャースウェルネス＆ス

ポーツ
・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号

小矢部市体育施設（小矢部ホッケー場・小矢部市
野外運動広場）の指定管理者の指定について

・指定管理者： 特定非営利活動法人おやべスポーツク
ラブ

・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第66号

小矢部市体育施設（小矢部市立藪波スポーツ
センター）の指定管理者の指定について

・指定管理者：薮波地区振興会
・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第67号

小矢部市体育施設（小矢部市立水島スポーツセ
ンター（多目的交流施設ふれあいドーム））の指
定管理者の指定について

・指定管理者：水島地区振興会
・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第68号

小矢部市体育施設（小矢部市立北蟹谷スポーツ
センター）の指定管理者の指定について

・指定管理者：北蟹谷地区自治振興会
・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第69号

小矢部市体育施設（小矢部市立屋内スポーツセン
ター・小矢部市武道館）の指定管理者の指定について

・指定管理者：公益財団法人小矢部市体育協会
・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第70号

小矢部運動公園体育施設の指定管理者の指定
について

・指定管理者：公益財団法人小矢部市体育協会
・指定期間：平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第71号

工事委託契約の変更について
・石動駅施設及び南北自由通路工事委託について、

工事費精算による変更契約を行うもの。
　変更による減額分：241,296,835円

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
事

同意第3号 小矢部市教育委員会委員の任命同意について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第4号 小矢部市教育委員会委員の任命同意について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第5号
小矢部市固定資産評価審査委員会委員の選任
同意について
（人事案件の概要は２ページを参照ください）

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案第4号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案第5号
「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実
現」を国に求める意見書
（内容は15ページを参照ください）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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代
表
質
問

◎市長在任４期目の抱負について
◎平成31年度予算の編成方針と財政健全化
◎中山間地域振興に対する所見を問う

　
　
　

平
成
31
年
５
月
に
は
石
動
駅

前
商
工
会
ビ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
、
ま

た
、
石
動
駅
周
辺
整
備
事
業
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
ハ
ー
ド
面
の
充

実
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
石
動

駅
を
結
ぶ
エ
リ
ア
一
帯
が
、
県
外
客

が
訪
れ
る
賑
わ
い
と
活
力
溢
れ
る
中

心
市
街
地
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に

は
、
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
、
商
工
会

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
元
商
店
街
等
の

活
動
を
支
援
す
る
施
策
を
展
開
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
長
の
所

見
を
問
う
。

市
長　

駅
を
中
心
と
し
た
新
た
な
賑

わ
い
の
拠
点
づ
く
り
と
交
流
人
口
の

さ
ら
な
る
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、

地
元
商
店
街
の
活
力
を
再
生
す
る
取

り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
石
動
駅
前
商
工
会
ビ
ル
の
オ

ー
プ
ン
等
の
効
果
が
最
大
限
発
揮
さ

れ
る
よ
う
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ま

ち
な
か
商
店
街
へ
の
誘
客
に
取
り
組

む
考
え
で
あ
り
、
ま
ち
な
か
の
活
性

化
に
取
り
組
む
民
間
団
体
や
市
商
工

会
が
相
互
に
連
携
す
る
仕
組
み
づ
く

り
を
構
築
し
、
よ
り
相
乗
効
果
が
現

れ
る
よ
う
支
援
策
に
つ
い
て
総
合
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
市
で
は
財
政
の
縮
減

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、

新
規
の
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
費

用
対
効
果
な
ど
を
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
国
・

県
の
商
店
街
活
性
化
事
業
助
成
制
度

や
お
や
べ
型
１
％
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
活
用
の
可
否
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

統
合
こ
ど
も
園
や
新
図
書
館

な
ど
の
大
型
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

る
中
で
、
今
は
財
政
の
健
全
化
の
観

点
か
ら
、
第
７
次
総
合
計
画
の
前
期

実
施
計
画
に
つ
い
て
は
慎
重
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
。
市
長
の
所
見

を
問
う
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
再
編
に
当
た
っ

て
は
、
廃
止
予
定
の
施
設
に
つ
い
て

は
民
間
譲
渡
等
を
早
急
に
進
め
る
べ

き
で
あ
り
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て
も
、
総
合
教
育
会
議
に
お
い

て
市
長
と
し
て
の
方
針
を
示
す
べ
き

と
考
え
る
。
市
長
の
所
見
を
問
う
。

市
長　

今
後
５
年
を
見
据
え
た
第
７

次
総
合
計
画
前
期
実
施
計
画
に
つ
い

て
は
、
既
に
着
手
し
て
い
る
大
型
事

業
を
除
き
、
市
債
の
借
り
入
れ
や
財

政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
を
抑
制
し

て
、
投
資
的
事
業
の
選
択
と
集
中
等

に
よ
り
、
将
来
の
公
債
費
負
担
の
抑

制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
一
時
的
に

増
加
し
た
予
算
規
模
の
適
正
化
に
も

配
慮
し
、
策
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
財
政
の
健
全
化
を
常
に
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
引
き
続
き
本
市
の

さ
ら
な
る
魅
力
向
上
と
躍
進
を
目
指

し
て
、
慎
重
か
つ
着
実
に
事
業
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
の
廃
止
の
方
針

が
決
定
し
て
い
る
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
跡
地
は
貸
付
か
売
却
、
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
建
物
と
土

地
を
含
め
た
一
括
譲
渡
の
準
備
に
入

る
考
え
で
あ
る
。
統
合
予
定
の
７
つ

の
保
育
所
は
各
地
区
か
ら
要
望
の
あ

っ
た
活
用
方
法
を
も
と
に
、
一
括
譲

渡
の
可
能
性
等
を
調
査
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
小
中
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
統
廃
合
審

議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
て
検
討
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
統
廃
合
に
つ
い
て
の
方
針

等
を
示
す
こ
と
は
時
期
尚
早
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
施
設
の
維

持
に
必
要
な
修
繕
工
事
は
、
統
廃
合

の
実
施
に
関
わ
ら
ず
、
必
要
な
も
の

は
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

質
問　

自
由
民
主
党
富
山
県
議
会
議

員
会
か
ら
石
井
知
事
に
中
山
間
地
域

の
新
た
な
対
策
と
題
し
た
提
言
が
提

出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
件
に
関
し

て
市
長
の
所
見
を
問
う
。

市
長　

こ
の
提
言
で
は
、
県
の
組
織

体
制
の
強
化
や
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
交
付
金
の
創
設
、
地
域
課
題
の
把

握
と
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

地
域
支
援
企
画
員
の
設
置
な
ど
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も

中
山
間
地
域
の
人
口
減
少
と
高
齢
化

は
深
刻
で
あ
り
、
今
後
、
県
が
実
施

す
る
中
山
間
地
域
支
援
策
の
動
向
を

注
視
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
住

民
が
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
た
め

に
も
、
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

代表・一般質問の詳細については市議会ホームページ
で公開している会議録をご覧ください。（12月定例会
分は3月上旬更新予定）

会
派「
誠せ

い

流り
ゅ
う

」

吉よ
し

田だ

　
康や

す

弘ひ
ろ

　
議
員

質
問

民間への譲渡を検討されている
市民活動サポートセンター
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代
表
質
問

会
派「
市
民
報
徳
会
」

白し
ら

井い

　
　
中

あ
た
る　

議
員

◎３期12年の市政に対する総括について
◎駅周辺開発に向けた取り組みと進め方について
◎第７次総合計画に向けて
◎クロスランドタワーの存続の検討について
◎農免大橋改良による歩道の設置について

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
３
期
12
年
の
市

政
運
営
を
総
括
し
た
市
長
の
思
い
を

問
う
。

市
長　

子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の

充
実
に
は
県
内
で
先
駆
け
て
取
り
組

み
、
ま
た
、
市
民
生
活
の
質
の
向
上

に
も
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

一
方
で
、
人
口
減
少
を
起
因
と
す
る

多
く
の
問
題
が
あ
り
、
４
期
目
最
大

の
課
題
は
人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

11
月
に
新
駅
舎
と
南
北
自
由

通
路
が
供
用
開
始
さ
れ
た
。
早
期
に

駅
南
へ
ホ
テ
ル
や
商
業
施
設
等
を
誘

致
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
平
成
31

年
３
月
で
期
限
が
切
れ
る
ホ
テ
ル
立

地
の
助
成
制
度
の
延
長
、
拡
充
を
含

め
て
、
駅
周
辺
開
発
に
対
す
る
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

早
期
の
ホ
テ
ル
誘
致
を
目
指

し
、
補
助
限
度
額
の
拡
充
な
ど
の
優

遇
策
を
検
討
し
て
お
り
、
平
成
31
年

３
月
議
会
に
は
条
例
の
一
部
改
正
案

を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
石

動
駅
南
口
に
お
け
る
朝
晩
の
人
の
通

行
量
も
目
に
見
え
て
増
加
し
て
お
り
、

当
該
地
域
が
本
市
の
賑
わ
い
の
核
と

な
る
よ
う
、
今
後
、
市
民
ニ
ー
ズ
等

も
考
慮
し
な
が
ら
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
等
の
商
業
施
設
に
つ
い
て

も
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
考
え
で
あ

る
。

質
問　

第
７
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、

①
人
口
減
少
対
策
、
②
公
共
施
設
再

編
と
長
寿
命
化
対
策
、
③
都
市
機
能

の
再
構
築
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

市
長　

①
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
婚
活
支
援
、
新
婚

世
帯
や
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た

定
住
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

積
極
的
な
企
業
誘
致
と
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
起
業
支
援
を
行
う
考
え
で

あ
る
。
②
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
、

更
新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
等
に
計

画
的
に
取
り
組
み
、
維
持
管
理
に
当

た
っ
て
は
、
予
防
保
全
型
の
維
持
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
施
設
の
長
寿

命
化
と
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
り
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
不
要
な

負
担
を
引
き
継
が
せ
な
い
よ
う
に
取

り
組
み
た
い
。
③
今
後
、
新
図
書
館

や
駅
北
の
駅
前
広
場
、
（
仮
称
）
石

動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
整
備
し
、

市
商
工
会
で
は
駅
前
に
商
工
会
ビ
ル

を
整
備
す
る
。
駅
周
辺
へ
の
商
業
施

設
等
の
誘
致
を
進
め
て
、
駅
周
辺
と

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
周
辺
を
線
と
面
で
つ

な
ぎ
、
ま
ち
な
か
へ
の
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

質
問　

ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
の
存

続
と
い
う
観
点
か
ら
、
①
当
面
の
間

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
維
持
す
る
た
め
の

手
法
と
維
持
可
能
期
間
の
見
込
み
、

②
タ
ワ
ー
の
収
益
と
維
持
管
理
費
の

収
支
、
③
収
益
改
善
の
た
め
に
タ
ワ

ー
搭
乗
料
金
を
改
定
す
る
考
え
は
な

い
か
、
④
タ
ワ
ー
や
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド

が
観
光
や
定
住
・
移
住
に
与
え
る
効

果
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

①
落
雷
等
に
よ
り
交
換
を
し

て
い
る
制
御
盤
内
の
プ
リ
ン
ト
板
の

一
部
は
既
に
在
庫
が
な
い
た
め
、
交

換
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、
施
設

の
利
用
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
て
い
る
。
②
平
成
29
年
度
の
タ

ワ
ー
収
入
額
は
約
914
万
円
、
維
持
管

理
費
は
約
１
千
298
万
円
で
、
差
引
384

万
円
の
赤
字
と
な
る
。
③
全
国
平
均

と
比
較
す
る
と
割
安
で
あ
る
が
、
現

時
点
で
料
金
改
定
の
必
要
性
は
低
い

と
考
え
て
い
る
。
④
松
沢
地
区
は
、

本
市
で
唯
一
、
人
口
増
加
地
区
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
素
晴

ら
し
さ
が
少
な
か
ら
ず
定
住
・
移
住

に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

現
在
、
タ
ワ
ー
の
解
体
に
つ
い
て

は
考
え
て
お
ら
ず
、
タ
ワ
ー
そ
の
も

の
は
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
残
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、

い
つ
ま
で
も
も
つ
訳
で
は
な
く
、
い

ず
れ
判
断
が
迫
ら
れ
る
時
が
来
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

農
免
大
橋
は
、
幅
も
狭
く
、

歩
道
も
な
く
、
見
通
し
も
悪
い
状
況

で
あ
り
、
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
早

急
に
改
善
を
求
め
る
。

市
長　

各
種
道
路
施
設
の
長
寿
命
化

対
策
工
事
も
数
多
く
実
施
さ
れ
て
い

る
た
め
、
こ
の
区
間
の
早
期
事
業
化

は
困
難
と
考
え
て
い
る
が
、
指
摘
の

と
お
り
、
大
型
車
両
の
通
行
割
合
も

多
く
、
自
転
車
や
歩
行
者
の
通
行
に

は
危
険
な
状
態
で
あ
る
た
め
、
今
後

も
県
に
対
し
て
重
点
的
に
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

ライトアップされた
クロスランドタワー
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一
般
質
問

◎消防神社について
◎観光協会について
◎寿永荘について
◎障害者をとりまく環境について
◎庁舎耐震対策について

質
問　

本
市
に
は
、
全
国
唯
一

の
消
防
神
社
が
あ
り
、
こ
れ
を

全
国
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
、

観
光
資
源
と
し
て
も
大
い
に
活

用
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

当
局
の
見
解
を
問
う
。

市
長　

消
防
神
社
は
全
国
唯
一

の
も
の
で
あ
り
、
消
防
関
係
者

の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
観
光
客

に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
施
設
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
は
、

消
防
神
社
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成

し
ネ
ッ
ト
配
信
す
る
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

後
も
継
続
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す

る
と
と
も
に
、
誘
導
看
板
の
設

置
や
道
路
整
備
等
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

現
在
、
市
庁
舎
内
に
観

光
協
会
が
あ
る
た
め
、
土
日
祝

日
の
対
応
が
で
き
て
い
な
い
が
、

今
後
、
新
駅
舎
や
駅
前
商
工
会

ビ
ル
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、
観

光
協
会
を
よ
り
機
能
さ
せ
る
た

め
に
、
こ
れ
を
移
転
す
る
な
ど

の
考
え
は
あ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　

一
般
的
に
、
観
光

協
会
は
駅
や
中
心
観
光
地
な
ど

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
新
駅
舎

や
来
年
度
開
業
予
定
の
駅
前
商

工
会
ビ
ル
な
ど
も
選
択
肢
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
観
光
協
会
と
協
議
を
重
ね
、

よ
り
効
果
的
な
観
光
振
興
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

寿
永
荘
の
今
後
の
運
用

と
、
寿
永
荘
で
行
っ
て
い
る
介

護
予
防
事
業
の
見
通
し
に
つ
い

て
問
う
。

民
生
部
理
事　

市
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
、
３
月
末
を
も
っ
て
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
終
了
し
、

来
年
度
か
ら
は
介
護
予
防
事
業

の
「
ミ
ニ
デ
イ
い
ず
み
の
園
」

の
み
を
継
続
実
施
さ
れ
る
と
伺

っ
て
い
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、

寿
永
荘
の
解
体
時
期
や
解
体
後

の
介
護
予
防
事
業
の
実
施
場
所

等
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、

対
応
し
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
声
に
寄
り
添
っ
た
サ

ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
調
整

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎中学生以下の子供の医療費無料化について
◎町中看板や観光パンフレット、道路の外国語表記について
◎アウトレットとの協力体制について

質
問　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
薬
価
は
先
発
薬
の
２
割
か
ら

５
割
程
度
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
の
使
用
拡
大
が
進
め
ば
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
で
の

財
政
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
拡
大
に
向
け
た

市
独
自
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

民
生
部
理
事　

従
来
か
ら
各
保
険

者
に
お
い
て
取
組
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
本
市
で
は
、
国
民
健

康
保
険
の
保
険
証
発
行
の
際
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促

進
シ
ー
ル
の
配
付
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
と
し

て
独
自
に
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
は
な
い
。

質
問　

在
住
外
国
人
や
外
国
人

観
光
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

と
し
て
、
市
内
施
設
や
案
内
看

板
等
へ
の
外
国
語
対
応
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

企
画
政
策
部
長　

外
国
人
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
外
国
語
表
記
の

観
光
案
内
看
板
の
設
置
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
道
路
看
板
は
、

更
新
の
都
度
、
ロ
ー
マ
字
併
記

が
な
さ
れ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 　

　
　
　
　

市
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
案
内
表
示
板
等
の
外
国
語

併
記
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
た
、

外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
活
用
す
る
な
ど
に
よ
り
、
多

様
な
窓
口
対
応
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質
問　

新
石
動
駅
も
完
成
し
、

さ
ら
な
る
市
内
の
活
性
化
の
た

め
に
、
今
ま
で
以
上
に
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
の
協
力
や
連

携
、
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

副
市
長　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
の
観
覧
車
等
の
搭
乗
特
典
を

つ
け
た
市
内
飲
食
店
等
の
情
報

を
掲
載
し
た
ク
ー
ポ
ン
誌
を
発

行
し
、
ま
た
、
石
動
駅
と
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
バ

ス
を
中
心
市
街
地
経
由
の
ル
ー

ト
に
変
更
す
る
な
ど
、
ま
ち
な

か
へ
の
動
線
形
成
に
努
め
て
お

り
、
今
後
と
も
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
と
連
携
し
て
ま
ち
な
か

へ
の
交
流
人
口
拡
大
に
努
め
て

い
き
た
い
。

谷た
に

口ぐ
ち

　
　
巧

た
く
み　

議
員

ジェネリック医薬品
使用促進シール

城山公園内にある
消防神社

嶋し
ま

田だ

　
幸ゆ

き

恵え

　
議
員

総
務
部
長
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一
般
質
問

竹た
け

松ま
つ

　
豊と

よ

一か
ず

　
議
員

質
問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

安
全
安
心
を
図
る
た
め
の
防
犯

器
具
設
備
の
充
実
状
況
、
防
犯

訓
練
や
避
難
訓
練
の
実
施
状
況
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

民
生
部
長　

先
日
の
富
山
市
で

の
発
砲
事
件
な
ど
を
受
け
て
、

11
月
に
小
矢
部
警
察
署
か
ら
講

師
を
招
き
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と

し
た
防
犯
講
習
会
を
開
催
し
た
。

今
後
、
防
犯
器
具
の
「
さ
す
ま

た
」
を
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
配
置
す
る
準
備
を
進
め
、
防

犯
訓
練
、
避
難
訓
練
を
定
期
的

に
実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
本
市
で
は
平
成
22
年
度

に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
緊
急

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て

い
る
が
、
今
後
、
時
勢
に
即
し

た
内
容
に
な
る
よ
う
見
直
し
を

図
る
と
と
も
に
、
運
営
ス
タ
ッ

フ
等
を
対
象
と
し
た
防
犯
説
明

会
な
ど
に
よ
り
、
共
通
認
識
を

図
り
な
が
ら
防
犯
対
策
を
よ
り

一
層
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問　

先
日
、
市
内
で
不
法
残

留
外
国
人
を
派
遣
し
て
働
か
せ

た
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。

本
市
の
外
国
人
登
録
者
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
地
元
企

業
の
外
国
人
雇
用
に
対
す
る
チ

ェ
ッ
ク
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

企
画
政
策
部
長　

先
の
臨
時
国
会
に

お
け
る
改
正
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
に
関
す
る
議
論
を

受
け
、
本
市
で
は
、
従
業
員
が

概
ね
10
人
以
上
で
あ
る
製
造
業

を
営
む
59
事
業
所
を
対
象
に
外

国
人
労
働
者
の
現
状
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

回
答
を
得
た
35
事
業
所
の
う
ち
、

16
事
業
所
で
外
国
人
の
労
働
者

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
受
け
入

れ
理
由
の
多
く
は
労
働
力
不
足

で
あ
り
、
外
国
人
労
働
者
が
貴

重
な
労
働
力
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

の
一
方
で
、
言
葉
や
文
化
の
壁
、

住
居
確
保
の
難
し
さ
、
技
術
継

承
が
進
ま
な
い
な
ど
の
面
か
ら
、

受
け
入
れ
体
制
に
課
題
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
と
も
、

こ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

◎放課後児童クラブの安全対策などについて
◎人口対策について

防犯器具の
「さすまた」

山や
ま

室む
ろ

　
秀ひ

で

隆た
か

　
議
員

質
問　

小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
取
組
状
況

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

教
育
長　

現
時
点
で
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
体
系
的
に

整
理
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取

組
は
実
施
し
て
い
な
い
。
実
施

す
る
上
で
い
く
つ
か
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
今
後
、
校
長
会
と

協
議
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
、
授
業
展
開
に

応
じ
て
、
必
要
な
と
き
に
１
人

１
台
使
用
で
き
る
環
境
を
目
指

し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

質
問　

平
成
29
年
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル　
の
設
置
が
努

力
義
務
と
な
っ
た
。
も
し
、
今

後
、
小
中
学
校
が
統
廃
合
さ
れ
、

小
中
一
貫
校
と
し
て
教
育
を
推

進
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
当
局
の
見
解
を
問
う
。

教
育
長　

仮
に
、
小
中
一
貫
校

と
し
て
教
育
を
推
進
し
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
小
中
学
校
の
両

方
の
教
育
活
動
を
保
護
者
や
地

域
の
方
々
と
と
も
に
一
体
的
に

協
議
す
る
場
が
必
要
と
な
り
、

ま
た
、
地
域
の
学
校
支
援
に
つ

い
て
も
、
中
学
校
区
を
単
位
と

す
る
新
た
な
体
制
が
必
要
に
な

る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
際
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
の
考
え
方
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
研
究
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

学
校
で
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

小
学
校
５
校

に
計
21
台
、
中
学
校
４
校
に
計

16
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
小
中
学
校
は
施
設

の
構
造
上
、
外
部
か
ら
の
出
入

り
を
制
限
し
づ
ら
く
、
死
角
と

な
る
場
所
も
多
い
こ
と
か
ら
、

防
犯
機
能
の
充
実
が
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
一
部
の
学
校
で
は

カ
メ
ラ
の
増
設
に
つ
い
て
要
望

が
あ
り
、
今
後
、
検
討
を
進
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

◎プログラミング教育について
◎コミュニティ ･スクールについて
◎学校の防犯・防災対策について

児童生徒を守るために学校に
設置されている防犯カメラ

＊用語解説
　「コミュニティ・スクール」……  学校と保護者や地域の人がともに

知恵を出し合い、学校運営に意見
を反映させる仕組み。

＊
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一
般
質
問

◎移住・定住促進について
◎新メルヘンの定義について
◎市ホームページ、公式Facebookページ活用について

質
問　

首
都
圏
に
は
、
ａ
ｃ
ｏ

ｉ
ｃ
ｏ
（
ア
コ
イ
コ
）
と
い
う
、

20
代
、
30
代
の
首
都
圏
在
住
の

富
山
県
出
身
者
が
集
ま
っ
て
作

ら
れ
た
県
人
会
が
あ
り
、
こ
の

会
を
き
っ
か
け
と
し
て
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
若
者
が
何
十
人
も
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
20
代
、
30

代
の
若
者
に
特
化
し
た
本
市
出

身
の
会
を
作
る
こ
と
で
、
若
者

が
参
加
し
や
す
い
場
が
で
き
て
、

東
京
な
ど
に
転
出
し
た
若
者
が

Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え
る
き
っ
か
け

づ
く
り
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
こ
の
会
に
対
す

る
支
援
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く

り
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　

現
在
、
若
手
県
人

会
と
の
関
わ
り
が
な
い
状
態
で

あ
る
た
め
、
今
後
、
県
か
ら
情

報
を
入
手
し
、
本
市
出
身
の
会

員
数
の
把
握
や
希
望
す
る
支
援

内
容
な
ど
を
確
認
し
、
本
市
単

独
で
の
若
手
県
人
会
の
設
立
が

可
能
で
あ
る
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

新
メ
ル
ヘ
ン
の
定
義
を

「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
喜

ぶ
よ
う
な
、
わ
く
わ
く
す
る
よ

う
な
、
明
る
く
、
か
わ
い
い
街
」

と
設
定
さ
れ
、
こ
の
新
し
い
定

義
の
も
と
、
お
や
べ
メ
ル
ヘ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
を
計
２
回
開
催
し

て
き
た
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
含
め
、
現
状
で
の
新
メ

ル
ヘ
ン
の
成
果
と
課
題
に
つ
い

て
問
う
。

企
画
政
策
部
長　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ

ー
ル
開
業
等
に
よ
り
、
交
流
人

口
が
増
加
し
て
い
る
中
、
さ
ら

な
る
誘
客
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
新
メ
ル
ヘ
ン
の
定
義
づ

け
を
行
っ
た
。
３
月
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
３
千
５
百
人
、
10
月
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
１
万
１
千
人
が

本
市
を
訪
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に

よ
り
、
本
市
の
メ
ル
ヘ
ン
の
魅

力
を
県
内
外
に
広
く
情
報
発
信

し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
で
紹
介
さ
れ
た
お

菓
子
が
店
舗
で
売
り
切
れ
る
な

ど
、
経
済
効
果
に
も
有
効
で
あ

る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
課
題

は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
い
か
に
増

や
し
て
い
く
か
と
い
う
点
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

◎学校教職員の多忙解消の取組みについて
◎水田整備の今後の展開について

質
問　

教
員
の
多
忙
解
消
に
向

け
て
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
部
活
動
指
導
員
の
配
置
、

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ

ッ
フ
の
配
置
な
ど
の
新
た
な
取

り
組
み
が
実
施
さ
れ
た
が
、
導

入
後
の
効
果
と
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

教
育
長　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
の

一
元
化
に
伴
う
児
童
の
基
本
情

報
の
入
力
の
省
力
化
が
図
ら
れ

た
一
方
で
、
シ
ス
テ
ム
に
す
ぐ

に
対
応
で
き
ず
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
時
間
を
か
け
て
い
る
教
員

も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
部
活
動
指
導
員
の
配

置
に
よ
り
、
市
内
中
学
校
４
校

で
は
、
週
３
時
間
程
度
、
部
活

動
を
指
導
す
る
時
間
の
軽
減
が

図
ら
れ
た
。
加
え
て
、
指
導
員

に
よ
る
質
の
高
い
指
導
に
よ
り
、

競
技
力
向
上
等
の
効
果
を
実
感

し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る
増

員
に
向
け
て
取
り
組
む
考
え
で

あ
る
。
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト

・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
よ
り
、

教
員
１
人
当
た
り
週
１
〜
２
時

間
程
度
の
業
務
時
間
の
軽
減
が

図
ら
れ
た
。
今
後
、
可
能
な
限

り
、
国
・
県
の
制
度
を
活
用
し
、

ス
タ
ッ
フ
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

県
で
は
、
農
地
の
大
区

画
化
と
米
の
生
産
コ
ス
ト
削
減
、

担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、

高
収
益
作
物
へ
の
転
換
、
新
技

術
へ
の
対
応
に
よ
り
、
担
い
手

の
収
益
力
の
向
上
と
体
質
強
化

を
図
る
方
針
で
あ
る
。
ま
た
、

市
内
の
農
業
施
設
や
用
排
水
路

等
が
老
朽
化
に
よ
り
農
業
生
産

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う

に
取
組
を
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

地
域
営
農
に
お
け
る
特

色
あ
る
高
収
益
作
物
の
作
付
や

担
い
手
へ
の
集
約
化
に
つ
い
て
、

地
区
関
係
者
や
関
係
指
導
機
関

を
交
え
て
協
議
し
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
営
農
形
態
を

見
定
め
る
と
同
時
に
、
農
地
整

備
事
業
に
よ
る
ほ
場
の
大
区
画

化
や
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
に

つ
い
て
、
最
重
点
課
題
と
し
て

捉
え
、
積
極
的
に
取
り
組
む
考

え
で
あ
る
。

石い
し

田だ 

　
義よ

し

弘ひ
ろ

　
議
員

部活動指導員の配置
により競技力が向上
しています

おやべメルヘンパーティー

林は
や
し

　
　
　
登の

ぼ
る

　
議
員
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質
問　

本
市
で
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
寄
附
金
額
と
個
人

住
民
税
の
寄
附
控
除
額
の
差
額

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　

制
度
開
始
時
の
平

成
20
年
分
か
ら
29
年
分
ま
で
一

貫
し
て
寄
附
金
額
の
方
が
多
く
、

そ
の
差
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
。
平
成
29
年
分
は
大
口
の
寄

附
も
あ
り
、
寄
附
金
額
が
２
千

569
万
円
上
回
っ
て
い
る
。

質
問　

自
治
体
で
は
、
子
育
て

支
援
な
ど
に
多
く
の
予
算
を
投

入
し
て
い
る
が
、
そ
の
子
ど
も

の
一
部
は
大
都
市
で
就
職
し
て

故
郷
に
納
税
し
な
い
た
め
、
税

の
偏
重
が
あ
る
と
感
じ
る
。
こ

れ
を
是
正
す
る
た
め
に
、
18
歳

ま
で
居
住
し
て
い
た
自
治
体
に

対
し
て
普
通
交
付
税
を
交
付
す

る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
件
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

総
務
部
長　

普
通
交
付
税
の
算

定
方
法
を
見
直
す
と
な
る
と
大

変
な
作
業
に
な
る
が
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
、
国
へ
地
方

交
付
税
制
度
の
充
実
を
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

質
問　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
て
、
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド

タ
ワ
ー
を
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
残
す
よ
う
な
事
業
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

更
新
や
長
寿
命
化
工
事
な
ど
に

対
し
て
、
企
業
か
ら
寄
附
の
申

し
出
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
該
当
さ
せ
る
こ
と
も
可

能
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
公
共

施
設
再
編
の
方
向
性
や
本
市
の

負
担
を
踏
ま
え
て
、
慎
重
に
検

討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

健
康
寿
命
の
延
伸
施
策

を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
。

民
生
部
長　

今
年
度
よ
り
呉
西

６
市
と
連
携
し
て
健
康
ポ
イ
ン

ト
制
度
を
導
入
し
、
健
康
に
無

関
心
な
層
に
も
健
康
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
よ
う
取
り
組
む

と
と
も
に
、
健
康
寿
命
が
１
歳

で
も
伸
び
る
よ
う
に
事
業
の
検

証
を
行
い
な
が
ら
、
介
護
給
付

費
の
抑
制
や
介
護
認
定
率
の
低

下
を
目
標
に
掲
げ
、
効
果
的
な

取
組
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

メ
ル
バ
ス
は
、
１
日
200

円
、
後
期
高
齢
者
の
方
は
無
料

で
利
用
で
き
る
、
安
価
で
素
晴

ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
利
用

促
進
に
繋
げ
る
べ
き
は
で
な
い

か
。

民
生
部
長　

メ
ル
バ
ス
の
効
用

と
認
知
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

日
常
的
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
利
用
者
か
ら
の
要
望

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
利
便
性

の
高
い
ダ
イ
ヤ
と
路
線
設
定
を

行
う
と
と
も
に
、
安
全
、
安
心
、

安
価
な
メ
ル
バ
ス
で
あ
る
こ
と

を
多
く
の
方
に
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

石
動
駅
の
新
駅
舎
と
南

北
自
由
通
路
が
供
用
開
始
さ
れ
、

駅
利
用
者
の
利
便
性
も
高
ま
っ

た
が
、
工
夫
を
す
れ
ば
も
っ
と

利
用
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。
駅
南
口
の
活
用
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　

こ
れ
ま
で
自
動
車

通
勤
を
し
て
い
た
砺
波
・
南
砺

方
面
の
方
が
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド　

に
転
じ
る
こ
と
に
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
営
バ

ス
の
駅
南
口
へ
の
乗
り
入
れ
に

伴
う
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
を

推
進
す
る
考
え
で
あ
る
。
引
き

続
き
、
駐
車
場
等
の
利
便
性
を

周
知
し
、
駅
南
口
の
利
用
者
増

加
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質
問　

平
成
32
年
開
園
予
定
の

大
谷
と
蟹
谷
の
統
合
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
、
開
園
後
の
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

民
生
部
長　

送
迎
の
際
に
想
定

さ
れ
る
渋
滞
や
事
故
等
を
勘
案

し
て
、
県
道
・
市
道
の
改
良
、

こ
ど
も
園
敷
地
内
の
見
通
し
の

確
保
、
複
数
の
出
入
口
の
確
保
、

案
内
看
板
の
設
置
な
ど
に
よ
る

安
全
対
策
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

今
後
、
敷
地
内
に
お
け
る
通
行

方
法
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

周
辺
の
交
通
状
況
の
把
握
に
努

め
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
対

策
を
講
じ
る
考
え
で
あ
る
。

一
般
質
問

◎小矢部市営バス（メルバス）について
◎南北自由通路と新駅舎の開業について
◎こども園整備と子育て支援について

加か

藤と
う

　
幸ゆ

き

雄お

　
議
員

◎ふるさと納税制度について
◎健康寿命の延伸対策について

中な
か

田だ

　
正ま

さ

樹き

　
議
員

ポイントを集めると特産品
の抽選に応募できます

小矢部市営バス（メルバス）

＊用語解説
　「パークアンドライド」……  自宅から駅まで自家用車等で行き、駅か

ら他の公共交通機関に乗継ぐ移動方式。

＊
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質
問　

平
成
32
年
開
園
予
定
の

大
谷
と
蟹
谷
の
統
合
こ
ど
も
園

で
新
た
に
実
施
す
る
、
休
日
保

育
と
一
時
預
か
り
保
育
は
、
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

民
生
部
理
事　

休
日
保
育
、
一
時

預
か
り
保
育
と
も
に
、
現
在
、

石
動
き
ら
り
こ
ど
も
園
に
お
い

て
希
望
が
あ
る
場
合
に
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
状
況
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
過
不
足
な
く

効
率
的
に
保
育
士
を
配
置
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

心
身
障
害
児
保
育
、
病

児
保
育
に
対
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

民
生
部
理
事　

心
身
障
害
児
保
育

に
つ
い
て
は
、
市
内
の
全
て
の

施
設
に
お
い
て
、
児
童
の
状
態

に
沿
っ
た
保
育
対
応
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
病
児
保
育
に
つ
い

て
は
、
体
調
不
良
児
対
応
型　

を
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
３
施

設
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
加
え

て
、
大
谷
と
蟹
谷
の
統
合
こ
ど

も
園
に
お
い
て
も
実
施
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
病
児

対
応
型
を
北
陸
中
央
病
院
内
で
、

病
後
児
対
応
型
を
石
動
西
部
こ

ど
も
園
で
、
と
も
に
本
市
の
委

託
事
業
と
し
て
実
施
を
し
て
お

り
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質
問　

保
育
所
が
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
現
在
、
保
育

所
で
行
っ
て
い
る
地
域
と
の
交

流
活
動
等
は
、
ど
の
よ
う
に
継

続
し
て
い
く
の
か
。

民
生
部
理
事　

現
在
、
課
題
を
整

理
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
今

後
、
統
合
後
の
地
域
交
流
の
活

動
な
ど
の
運
営
に
つ
い
て
関
係

の
方
々
と
協
議
を
行
い
、
よ
り

良
い
方
向
で
児
童
と
地
域
住
民

と
の
交
流
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

定
住
人
口
確
保
に
向
け

た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
実

績
に
つ
い
て
問
う
。

企
画
政
策
部
長　

制
度
を
開
始
し
て

か
ら
の
約
８
年
の
間
で
、
定
住

助
成
金
と
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成

金
を
利
用
し
て
転
入
し
た
方
は

約
１
千
２
百
人
お
り
、
定
住
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

教
師
の
多
忙
化
解
消
の

た
め
に
、
研
修
テ
ー
マ
を
精
選

す
る
な
ど
し
て
簡
素
化
を
図
り
、

効
率
的
に
行
政
研
修
や
研
究
授

業
を
行
う
よ
う
改
善
で
き
な
い

か
。

教
育
長　

研
修
時
間
の
設
定
に

も
注
意
す
る
と
と
も
に
、
原
則

希
望
研
修
と
す
る
こ
と
で
、
先

生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
研
修

を
進
め
て
い
る
。
小
教
研
や
中

教
研
な
ど
か
ら
の
指
定
研
究
に

つ
い
て
も
過
度
な
取
組
と
な
ら

な
い
よ
う
校
長
会
等
で
呼
び
か

け
て
お
り
、
引
き
続
き
無
理
の

な
い
取
組
と
な
る
よ
う
周
知
に

努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

小
中
学
校
で
の
ポ
ス
タ

ー
等
の
作
品
募
集
に
つ
い
て
、

教
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
改

善
を
呼
び
か
け
て
き
た
が
、
ど

の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
の
か
。

教
育
長　

昨
年
度
か
ら
学
校
で

の
事
前
審
査
を
廃
止
し
、
ま
た
、

作
品
の
提
出
に
つ
い
て
も
学
校

側
が
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
に
努
め
て
き
た
。
今
後
と

も
様
々
な
分
野
で
負
担
軽
減
に

努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

今
後
さ
ら
に
少
子
化
が

進
む
こ
と
を
考
え
る
と
、
ジ
ュ

ニ
ア
期
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
整
備
は
、
学
校
単
位
を
超

え
た
地
域
単
位
で
の
活
動
を
視

野
に
入
れ
た
体
制
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に
関

し
て
見
解
を
問
う
。

教
育
長　

ク
ラ
ブ
活
動
等
の

地
域
へ
の
移
行
は
既
に
一
部
で

始
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
恒
常
的

な
合
同
部
活
動
と
な
る
と
、
練

習
会
場
へ
の
交
通
手
段
の
確
保

な
ど
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
、

先
進
的
な
取
り
組
み
等
を
研
究

し
、
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
学
校
の
体
育
館
に
空
調
設

備
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

体
育
館
に
つ

い
て
は
、
避
難
所
と
し
て
の
環

境
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は

児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
と
し

て
の
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
優
先
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

◎幼保連携型統合こども園の運営とサービスについて
◎人口対策と電子母子手帳の活用について

◎教師の多忙化解消と教育条件の整備について
◎原発ゼロ、再生可能エネルギーの普及について
◎避難所に指定されている学校体育館に空調設備を

出で

合あ
い

　
和か

ず

仁ひ
と

　
議
員

砂す
な

田た

　
喜よ

し

昭あ
き

　
議
員

学校現場においても働き
方改革が求められています

統合こども園イメージ図
（上：大谷　下：蟹谷）

＊用語解説
　「体調不良児対応型」……　 保育中に体調を崩した児童に対して

保健的な対応等を図る事業。

＊
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総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

＊ 

所
管
事
項
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

◦�

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
撲
滅

を
目
指
し
て
臼
谷
地
区
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
被
害
ゼ
ロ
モ
デ
ル
集
落
育
成
事
業
」

に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ

被
害
を
防
い
だ
教
訓
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
市
全

域
に
広
げ
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
欲
し
い
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会

＊ 

所
管
事
項
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

◦�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
母
親
の
利
用
者

が
多
い
た
め
、
父
親
が
参
加
し
に
く
い
の

で
は
な
い
か
。
父
親
に
参
加
し
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
父
親
向
け
の
育
児
指
導
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

公
共
施
設
再
編
特
別
委
員
会

＊ 

市
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
の
先
行
事
例
と

し
て
、
滑
川
市
役
所
の
庁
舎
耐
震
工
事
に

つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

＊ 

所
管
事
項
に
関
す
る
行
政
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

定
例
会
の
会
期
中
に
開
催
さ
れ
た
委
員

会
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
市
当
局
に
対
し
、

次
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
平
成
二
十
九
年
度
決
算
に
お
い

て
、
一
部
事
業
未
実
施
に
よ
り
不
用
額
が
生

じ
て
い
た
が
、
予
算
要
求
段
階
か
ら
し
っ
か

り
計
画
を
作
成
し
、
適
正
な
事
業
実
施
に
努

め
る
こ
と
。
ま
た
、
事
業
費
の
精
査
な
ど
に

よ
り
不
用
額
等
が
生
じ
た
場
合
は
、
早
急
に

補
正
・
流
用
を
行
う
な
ど
、
予
算
の
有
効
利

用
の
た
め
に
も
適
宜
・
適
正
に
対
応
す
る
こ

と
。

　

第
二
に
、
指
定
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
指
定
管
理
施
設
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
業
務
内
容
や
賃
金
基

準
な
ど
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
指

定
管
理
業
務
が
行
え
る
よ
う
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
等
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

　

第
三
に
、
今
後
さ
ら
に
人
口
減
少
が
進
展

し
、
行
財
政
運
営
が
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
公
共
施
設
の

再
編
や
遊
休
資
産
な
ど
の
譲
渡
・
売
却
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
よ
り
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
。

　

土
日
祝
日
の
石
動
駅
利
用
者
の
駐
車
場
割

引
制
度
が
開
始
さ
れ
る
が
、
こ
の
制
度
を
、

小
矢
部
市
民
は
も
と
よ
り
、
砺
波
市
民
や
南

砺
市
民
な
ど
へ
十
分
に
周
知
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
を
一
層
推
進

し
、
石
動
駅
の
利
用
促
進
と
交
流
人
口
の
拡

大
に
努
め
る
こ
と
。

　

一
点
目
は
、
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
の
施

設
利
用
料
金
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
利
用

実
績
等
を
勘
案
し
て
現
行
の
料
金
設
定
を
精

査
し
、
適
正
料
金
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

　

二
点
目
は
、
食
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
及
び
各
種
団
体
の
理
解
と
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
携
を
さ

ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
方
針
を
明
確
に

定
め
た
上
で
推
進
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
。

　

三
点
目
は
、
（
仮
称
）
石
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
及
び
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
手
法

を
積
極
的
に
導
入
し
、
全
て
の
市
民
が
利
用

し
や
す
い
施
設
を
目
指
し
た
整
備
に
努
め
る

こ
と
。

委

員

会

報

告

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

閉
会
中
委
員
会
開
催
状
況

10
月
30
日
開
催

10
月
26
日
開
催

10
月
29
日
開
催

11
月
５
日
〜
11
月
６
日
実
施

◎
滋
賀
県
高
島
市

　

市
有
地
の
売
払
い
に
関
す
る
先
進
事
例
を

調
査
し
ま
し
た
。

◎
京
都
府
舞
鶴
市

　

廃
校
等
の
跡
地
利
活
用
に
関
す
る
先
進
事

例
を
調
査
し
ま
し
た
。

人
口
対
策
特
別
委
員
会

＊ 

所
管
事
項
に
関
す
る
行
政
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。

◎
島
根
県
益
田
市

　

移
住
定
住
の
取
り
組
み
に
関
す
る
先
進
事

例
を
調
査
し
ま
し
た
。

◎
島
根
県
津
和
野
町

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
取
り
組
み
に
関
す
る
先
進

事
例
を
調
査
し
ま
し
た
。

＊ 

所
管
事
項
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

◦�

益
田
市
の
よ
う
に
短
い
ス
パ
ン
で
定
住
促

進
施
策
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

　

�

よ
り
有
効
な
施
策
を
展
開
で
き
る
よ
う
努

め
て
欲
し
い
。

11
月
15
日
開
催

11
月
７
日
〜
11
月
８
日
実
施人口対策特別委員会行政視察（津和野町）

公共施設再編特別委員会行政視察（舞鶴市）
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■ 市外からの行政視察
小矢部市議会では、全国各地の議会関係者の行政視察を受け入れています。

（平成 30 年９月 22 日〜平成 30 年 12 月６日まで）

年月日
視察来庁市町村議会
（委員会・会派）

人員（人）
視 察 内 容

議員 随行

30.10.10 静岡県松崎町議会
（総務常任委員会） 8 2 ・おやべ型１％まちづくり事業について

10.23 大分県臼杵市議会
（総務委員会） 6 １ ・定住促進施策について

10.23 埼玉県ふじみ野市議会
（市民・都市常任委員会） 6 1 ・おやべ型１％まちづくり事業について

11. 8 兵庫県赤穂市議会
（会派） 3 − ・認知症あんしんネットについて

・おやべ型１％まちづくり事業について

11. 9 富山県砺波市議会
（議会改革特別委員会） 11 2 ・予算特別委員会の運営方法等について

11.16 山形県新庄市議会
（会派） 4 − ・議会 BCP について

平成29年度議会事務事業評価
　11月26日の全員協議会において、市議会より市当局へ
議会事務事業評価の報告書を提出しました。
　今後�事務事業を見直す際の参考にするとともに各種
施策の推進に向けて努力されるよう市当局に求めました。

 （単位：千円） 

事 務 事 業 名 担　当　課 平成29年度
決算額 委 員 会 評 価

情報管理費 総務課 90,310

　システム関係の経費については、金額の妥当性が判断しづらい面から、県
内外の自治体から情報を収集し、費用を抑えるよう努めること。また、シス
テムの運用に当たっては、運用を誤ると情報漏洩などに繋がることから、正
しくシステムが運用されるよう徹底すること。

地籍調査事業
（山村境界基本調査）

企画政策課 62 　山村境界基本調査終了後に、本格的に地籍調査を実施していくために、専従職員を配置するなど、人員体制の充実に努めること。

稲葉山ふれあい動物広場
管理運営費

稲葉山牧野 7,327

　稲葉山ふれあい動物広場や山頂カフェレストランなどの施設が、相乗効果
を発揮し、市内外からより多くの人に来場してもらうためにも、アウトレッ
トモールなどでのPR活動や市フェイスブックページでの情報提供に努める
など、より一層の周知・PRの強化に努めること。

除雪対策費 建設課 259,441

　除雪業務については、除雪対応業者の減少や、オペレーターの高齢化が進
んでいる状況にあるため、今後、除雪業務に係る負担を軽減していく取組が
必要である。費用対効果や作業効率を勘案して、地域住民の理解を得ながら、
除雪路線の見直しや効率的な除雪を目指すこと。

 （単位：千円） 

事 務 事 業 名 担　当　課 平成29年度
決算額 委 員 会 評 価

クロスランドおやべ
管理運営費

生涯学習文化課 166,671

　クロスランドおやべの管理については、利用者の安全を第一に考え、策定
される長寿命化計画に基づいて施設の修繕等を早急に行うこと。また、自主
事業補助金については、各事業の趣旨を十分に精査した上で補助金額を決定
すること。

アートハウスおやべ
管理運営費

生涯学習文化課 18,296
　アートハウスおやべの自主事業補助金についても、各事業の趣旨を十分に
精査した上で補助金額を決定すること。また、子ども向けの企画を積極的に
実施し、子どもたちの情操教育の推進に努めること。

情報教育環境整備事業費 教育総務課 40,042 　国の補助金を活用し、一般財源での支出負担の軽減を図りながら情報教育環境の整備に取り組むこと。
保育所運営費 こども課 399,730 　多様な保育ニーズ等に応えられるように、保育現場の現状をしっかりと把

握し、適宜必要な対策を講じること。民間保育所運営費 こども課 429,147

総務産業建設常任委員会

民生文教常任委員会

議会事務事業評価とは
　議会として市当局と異なる視点から事務事業を評価
し、今後の方向性を明らかにしようとするのが議会事
務事業評価です。個別の事務事業の現状や課題等を共
有することができるので、予算や決算を審議等する上
でも役立っています。
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議会報告会を開催しました。
　11月30日に農村環境改善センターと東蟹谷公民館で議会報告会を開催しました。
　農村環境改善センターでは42人、東蟹谷公民館では39人、計81人の市民の皆様にご参加いただきまし
た。ご多用のところご来場いただきました皆様方には心から御礼申し上げます。
　議会報告会は、議会活動に関する情報を市民の皆様に積極的に公開するとともに、市民の皆様の意見
を議会活動に反映させるため行っているものです。
　
　第１部では常任委員会や特別委員会の報告、第２部では参加された市民の方々と意見交換を行いました。

「農村環境改善センター」 「東蟹谷公民館」

意　見 　�石動駅の新駅舎と南北自由通路が完成しました。砺波市、南砺市を含めて、多くの方に利
用されることを願っています。

回　答 　�石動駅は、金沢市と高岡市の中間に位置し、両市を利用する場合に非常に便利な駅だと認
識しています。今回の南北自由通路の開通により、駅南側からの駅利用が従来に比べて格
段に便利になりました。このことから、近隣市に向けて、新たに整備された石動駅の利用
促進を働きかけていきたいと考えています。

意　見 　小矢部市の財政状況を踏まえて議会としてどのように取り組んでいくのですか。

回　答 　�今後、統合こども園や新図書館等の整備が予定されていることから、将来負担比率が高い
水準で推移することが見込まれています。市議会としては、後の世代に負担を残さないよ
うに、市債残高等について注視しながら、施策の費用対効果の検証や公共施設の再編など
による歳出の抑制も考慮に入れ、持続可能な自治体経営が行われるよう議会活動を展開し
ていきたいと考えています。

意　見 　�公共施設の再編案として、中学校を一つに統合する案もあると聞いていますが、学校を統
合して１つにするよりも、将来を担える子どもを育てるよう環境整備に努めて欲しいです。

回　答 　�少子化が進み、以前と比べると、生まれる子どもの数も大きく減ってきております。今後、
公共施設の個別施設計画の策定に入りますので、皆さんからのご意見も参考にしながら議
論していきたいと思います。

主なご意見・ご提言・ご質問

　上記のほか、意見交換では、「統合こども園」や「有害鳥獣対策」、「田んぼダムの取組」などに関して、
貴重なご意見をいただきました。また、当日回収したアンケートにおいても、数多くのご意見をいただ
きました。
　今回いただきました貴重なご意見は、今後の議会活動に取り入れていきたいと考えています。今後とも、
皆様方との交流を通じて、議会の機能をさらに高めてまいりますので、ご理解とご支援をよろしくお願
いいたします。
※当日の資料や報告書、回収したアンケートの集計結果は、小矢部市議会のホームページに掲載しています。
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3
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（
予
定
）

5
日（
火
）10
時	

本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

　
　

	

全
員
協
議
会

6
日（
水
）　　

	

議
案
調
査
日

7
日（
木
）　　

	

議
案
調
査
日

8
日（
金
）　　

	

議
案
調
査
日

11
日（
月
）９
時	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

10
時	

本
会
議（
代
表
･
一
般
質
問
）

12
日（
火
）10
時	

本
会
議（
一
般
質
問
）

13
日（
水
）10
時	

予
算
特
別
委
員
会

14
日（
木
）10
時	

予
算
特
別
委
員
会

15
日（
金
）10
時	

予
算
特
別
委
員
会

18
日（
月
）10
時	

公
共
施
設
再
編
特
別
委
員
会

　
　
　
　

14
時	

民
生
文
教
常
任
委
員
会

19
日（
火
）10
時	

人
口
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　

14
時	

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

20
日（
水
）

議
案
調
査
日

22
日（
金
）10
時	

議
会
運
営
委
員
会

　
　

	

委
員
長
会
議

　
　
　
　

13
時	

全
員
協
議
会

　
　
　
　

15
時	

本
会
議（
質
疑
･
討
論
･
表
決
）

※
青
色
の
文
字
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
放
送
予
定
で
す
。

　（
予
算
特
別
委
員
会
は
翌
週
に
再
放
送
予
定
）

　
本
会
議
の
録
画
映
像
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
配
信
を
行
う
予
定
で
す
。

※
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　超高齢化を迎える中で、介護の人材確保・離職防止対策は喫緊の課題となっている。平成29年度の県内介護福祉士養成
校の定員充足率は49.4％と過去最低となっている。また富山県社会福祉協議会が、県内の民間社会福祉事業所に対し一昨
年行った調査でも、1,125事業者のうち471事業所が人材を必要としていると答え、必要数は1,287人にのぼる。
　現在多くの介護事業所では人材確保が困難を極め、深刻な人手不足の状態が続いている。人手不足の原因は、過酷な労
働と低賃金である。夜勤の問題（16時間以上長時間夜勤が主であること・１人夜勤も認められていること）や人員配置基準
が少なすぎる等の問題を解決し労働環境を改善すること、そして全産業と大きな差がある低賃金を解決していくことが、今強
く求められている。
　2015年４月に実施された介護報酬の改定では、内容が不十分であったため、多くの事業所で介護労働者の処遇に大きな
影響を及ぼした。
　このような中、2017年に報酬改定を１年前倒しして処遇改善加算の措置がとられたが、その効果が介護労働者の賃金改善
にまでは及んでいないというのが実感である。
　人材不足の解消・介護制度の充実を図るためには、介護報酬の引き上げが欠かせない。同時に報酬の引き上げに伴う負担
を自治体や被保険者に負わせないことも重要になる。
　よって、国会及び政府におかれては、介護労働者の勤務環境改善及び処遇改善を図り、介護制度の真の持続性を確保す
るよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　平成 30 年 12 月 20 日

小矢部市議会議長　　福　島　正　力
（提出先：衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　厚生労働大臣　内閣官房長官）

「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実現」を国に求める意見書

意見書（議 員 提 出 ）

　厚生労働省は「看護師等の『雇用の質』の向上のための取組について（５局長通知）」や「医師、看護職員、薬剤師などの
医療スタッフが健康で安心して働ける環境を整備するため『医療分野の雇用の質』の向上のための取組について（６局長通知）」
の中で医療従事者の勤務環境の改善のための取り組みを促進してきた。
　また、医療提供体制改革の中でも医療スタッフの勤務環境改善が議論され、都道府県に対して当該事項に関わるワンストッ
プの相談支援体制（医療勤務環境改善支援センター）を構築し、各医療機関が具体的な勤務環境改善を進めるために支援
するよう求め予算化している。
　しかし、国民のいのちと暮らしを守る医療・介護現場は深刻な人手不足となっており、労働実態は依然として厳しい。安全・
安心の医療・介護を実現するためにも医師・看護師・介護職員の増員や夜勤改善を含む労働環境の改善は喫緊の課題となっ
ている。
　必要な病床機能は確保したうえで労働者の勤務環境を改善していくことによる医療提供体制の改善が求められている。次
期看護職員需給見通しの策定にあたっては、これを単なる数値目標とするのではなく、看護師の具体的な勤務環境の改善を
可能にする増員計画とし、そのための看護師確保策を講じていく必要がある。
　よって、国会及び政府におかれては、安全・安心の医療・介護を実現するために、医師・看護師、介護職員の大幅増員、
夜勤改善を図る対策を講じるよう、下記の事項について要望する。

記
　１ 　看護師など夜勤交替制労働者の労働時間を１日８時間、週32時間以内、勤務間隔12時間以上とし、労働環境を改善

すること。
　２　医師・看護師、介護職員などを大幅に増員すること。
　３　安定的な財源を確保した上で、安全・安心の医療・介護を実現すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　平成 30 年 12 月 20 日

小矢部市議会議長　　福　島　正　力
（提出先：衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　文部科学大臣　厚生労働大臣　内閣官房長官）

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める意見書

　地方自治法第 99 条の規定に基づき、政府に対して意見書を提出しました。
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■ 会務報告　 平成 30 年 9 月 22 日から平成 30 年 12 月 6 日まで

年月日 件　　　　名 摘　　　　要 開催地

30.10. 5 高岡地区広域圏事務組合議会定例会 ・議事
　監査委員の選任について
　30年度一般会計補正予算（第1号）他

高岡市

県西部市議会議長会正副議長研修会 ・空き家対策について他 砺波市

10.12 砺波地方介護保険組合議会臨時会 ・議事
　監査委員の選任について

砺波市

10.15
～ 17

決算特別委員会 ・付託議案審査
　議案第50号及び認定第１号から認定第８号まで

第二委員会室

10.17 議会運営委員会 ・議会報告会について 第二委員会室

10.24 議会だより編集委員会 ・議会だよりNo.191について 第二委員会室

全員協議会 ・�おやべルネサンス総合戦略事業の点検・評価について他１
件報告

第一委員会室

10.26 民生文教常任委員会 ・�児童虐待への対応における富山県警察との情報共有に関する
協定の締結について他１件報告

・議会事務事業評価

第二委員会室

10.29 公共施設再編特別委員会 ・滑川市役所　庁舎耐震工事についての視察 滑川市

北信越市議会議長会評議員会 ・会務報告
・各県市議会議長会提出議案について

富山市

10.30 総務産業建設常任委員会 ・平成30年度除雪計画について他1件報告
・議会事務事業評価

第二委員会室

11. 5
～�6

公共施設再編特別委員会行政視察 ・市有地の売払いについて
・廃校等の跡地利活用について

滋賀県高島市
京都府舞鶴市

11. 7 全国市議会議長会評議員会 ・部会提出議案について他 東京都

11. 7
～�8

人口対策特別委員会行政視察 ・移住定住の取り組みについて
・ＵＩターンの取り組みについて

島根県益田市
島根県津和野町

11.12
～�15

富山県日台友好議員連盟訪台 ・台湾日本関係協会表敬訪問 台湾

11.15 人口対策特別委員会 ・人口対策関連施策の効果等について 第二委員会室

11.19
～ 21

立山の塔慰霊行事 ・「立山の塔」慰霊祭 沖縄県糸満市

11.26 全員協議会 ・議会事務事業評価報告 第一委員会室

11.27 全国市議会議長会地方財政委員会 ・要望書（案）
・要望活動について

東京都

11.30 議会運営委員会 ・12月定例会提出議案について 第二委員会室
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本
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。
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平成30年度　議長交際費支出状況
平成 30 年 4 月〜平成 30 年 12 月（単位：円）

区　　　　分 件数 金　額
1　慶 弔 ・ 見 舞 費 24 391,856

　① 御祝・寸志 8 107,300
　② 激　励　金 11 172,000
　③ 見舞・香典 5 112,556

2　協　　賛　　費 12 57,147
3　会費 ･ 懇談会費 21 194,976
4　そ　　の　　他 17 268,808

合　　　計 74 912,787
平成 30 年度予算額 1,400 ,000

執　行　率 65.20%
※小矢部市議会のホームページからもご覧になれます。


